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　健康志向の高まりから，食品そのものが持つ機能性成
分や抗酸化能が関心を集めている。イチゴは機能性成分
としてアスコルビン酸，アントシアニン，エラグ酸など
を含むことが知られている。イチゴ果実の抗酸化活性は
平均で約３割がアスコルビン酸およびアントシアニンに
より構成されていることが，山口ら２）により報告され
ている。しかし，未知の部分も多く，エラグ酸や未知抗
酸化成分については明らかにされていない。そこで１１の
品種・系統を用いて，果実に含まれるエラグ酸含量を測
定し，抗酸化活性における構成比率について検討した。
１．材料および方法
　３月下旬に収穫し冷凍保存した国内の１１品種・系統の
完熟果を供試材料とし，試験はそれぞれ１果ずつ４反復
とした。各成分および活性の分画と測定は以下のように
２００３年１２月から２００４年１月にかけて行った。
　アスコルビン酸，アントシアニン，抗酸化活性は山口
ら２）の手法を用いて抽出を行った。果実４ｇを４０mlの
５％メタリン酸中で磨砕し，遠心後の上澄みをメタリン
酸画分１とした。以後，同様に残渣から抽出を行い，メ
タリン酸画分２，８０％メタノール画分を得た。アスコル
ビン酸含量・アントシアニン含量・抗酸化活性はそれぞ
れヒドラジン法・５２０nmにおける吸光度・DPPH（１，１
― diphenyl ―２― picrylhydrazyl）ラジカル消去活性測定
法で測定した。
　エラグ酸は曽根ら１）の手法を用いて抽出を行った。
果実４ｇを採取し，果重の３倍量のメタノールを加え磨
砕後，還流抽出を１時間行い，遠心したのち上澄み液を
メンブレンフィルターでろ過し，粗抽出物を得た。これ
に等量の４Ｎトリフルオロ酢酸を加え，１００℃で１時間
加熱処理したものをサンプルとして供試した。エラグ酸
含量は HPLCで測定した。
　アスコルビン酸・アントシアニン・エラグ酸について
は，それぞれの DPPHラジカル消去活性を測定して，
含有量からの換算値と実際の抗酸化活性を比較し，各成
分がどの程度全体の抗酸化活性に寄与しているかを検討
した。
２．結果および考察
　供試した１１品種・系統のアスコルビン酸およびアント
シアニン含量に幅広い品種間差異が認められ，また抗酸
化活性では１０．６６～２３．３６ Trolox μmol／ FWｇまで約
２．２倍の活性差が認められた。抗酸化活性へのアスコル
ビン酸およびアントシアニンの構成比率は品種によって
大きく異なったが，平均するとアスコルビン酸の構成比
率が１８．４８％であり，アントシアニンが８．３４％であった。
これらの値は概ね山口ら１）の報告と同程度であった。
　エラグ酸含量についても品種間差異が認められ，
８９１．１～１５６６．２μ g／ FWｇまで約１．７５倍の含量差が認

められた。これから各品種・系統のエラグ酸の抗酸化活
性を計算すると８．０７～１４．１８ Trolox μmol／ FWｇで
あった。アスコルビン酸等の分析に供試した果実とは同
一でないため，第１表のデータに直接当てはめることは
できないが，エラグ酸の抗酸化活性への構成比率を推定
すると４９．０～８０．７％に相当しており，アスコルビン酸お
よびアントシアニン以外による活性の大部分を構成して
いると考えられた。
　以上から，イチゴ果実におけるエラグ酸含量には幅広
い品種間差異が認められるが，品種・系統にかかわらず
イチゴの抗酸化活性において，エラグ酸は主要な役割を
果たしていると考えられた。
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第１表　品種・系統別抗酸化活性と各成分の構成比率

残り活性
（Trolox
μmol/FWg）

アントシアニン
由来％

アスコルビン酸
由来％

総DPPH
消去活性
（Trolox
μmol/FWg）

品種・系統

２０．８５６．９６　３．７７２３．３６Ａ
１１．８５９．００２５．４５１８．０９さちのか
１３．６１８．１７１０．２２１６．６８Ｂ
１０．１３８．５６２０．８５１４．３６Ｃ
１０．０９３．８４１９．２５１３．１２Ｄ
　８．２０１２．６２　２４．６０１３．０７Ｅ
１０．０７８．２９１４．３９１３．０２Ｆ
　８．９０６．９３２４．１４１２．９１とよのか
　９．６５６．８２１７．６１１２．７７Ｇ
　７．８３１１．２８　２３．１０１１．９３Ｈ
　７．５５９．２９１９．９１１０．６６Ｉ

１０．７９８．３４１８．４８１４．５４平均

第２表　品種・系統別エラグ酸含量とその抗酸化活性

エラグ酸換算DPPHラ
ジカル消去活性

（Trolox μ mol/FWg）

エラグ酸含量
（μ g/FWg）品種・系統

１４．１８　１５６６．２Ａ
８．８７　９７９．８さちのか
８．９０　９８３．４Ｂ
１１．３１　１２４９．１Ｃ
８．１７　９０２．６Ｄ
８．１７　９０２．５Ｅ
８．８４　９７６．６Ｆ
９．０７１００１．８とよのか
９．６８１０６９．１Ｇ
８．０７　８９１．１Ｈ
８．６０　９５０．１Ｉ

９．４４１０４２．９平均


